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会議録（要点筆記） 

会議名 みやま市まち・ひと・しごと創生会議 平成 29年度第１回会議 

開催日時 
平成２９年５月１１日（木） 

 午前 10時 00分～正午 

開催場所 みやま市消防署 1階 会議室 

会議次第 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 委員紹介 

４ みやま市まち・ひと・しごと創生会議設置要綱について 

５ 会長・副会長の選任 

６ 議事 

（１）報告事項 

① 「みやま市人口ビジョン」及び「みやま市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」について 

（２）協議事項 

① みやま市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況につ

いて 

② 重要行政評価指標（ＫＰＩ）の現状について 

③ 地方創生交付金事業の実施状況について 

④ 事業計画書について 

７ 次回の開催について 

８ 閉会 

委員出席者 

牛嶋 繁己、谷口 和宏、浦 里果、内田 和実、北 慎一郎、 

林田 和也、塚原 英毅、田中 聖仁、佐田 淳一、平島 奈央子、 

末吉 達二郎、瀬口 健、宮本 五市 

欠席者 廣井 蔵、相澤 直子、大賀 茂功、 

事務局 坂田企画財政課長、山田企画財政課長補佐、宮川 

傍聴者数 無 

会議資料 

・資料１みやま市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況につ

いて 

・資料２みやま市まち・ひと・しごと総合戦略 KPI一覧表 

・資料３地方創生関連交付金の活用状況について 

・資料４みやま市まち・ひと・しごと総合戦略事業計画書 
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１．開会                                

 

＜企画財政課長補佐より開会＞ 

 

２．委嘱状交付                              

 

 

３．委員の紹介                              

 

＜名簿の順に自己紹介＞ 

 

４．みやま市まち・ひと・しごと創生会議設置要綱について         

 

 

５．会長・副会長の選任                             

 

【事務局】    設置要綱第 5 条で、委員の互選により会長、副会長を定め

ることとなっている。事務局腹案を提案してよいか。 

 

【委員】     異議なし 

 

【委員】     会長に内田委員、副会長に谷口委員お願いします。 

 

【事務局】    拍手を持って決定させていただきたいと思います。 

 

＜一同拍手＞ 

 

【事務局】    ありがとうございました。それでは、会長に内田委員、副

会長に谷口委員にお願いしたいと思います。 

 

【事務局】   これからの進行については会長にお願いします。 

 

６．議事                                    

（１）「みやま市人口ビジョン」及び「みやま市まち・ひと・しごと創生総合戦

略」について 

 

【委員長】   事務局より説明をお願いします。 

 

＜事務局より、以下の説明＞ 

「別冊」：みやま市人口ビジョン及びみやま市まち・ひと・しご

と創生総合戦略「概要版」 

 

【会 長】   何か質問、意見ありましたらお願いします。 

 



3 

 

【委 員】   目標をたてられているが、内部への徹底をお願いしたい。横

のつながりをしっかりさせるためにどのようなことを考えてい

るか。 

 

【事務局】   庁内で「まち・ひと・しごと創生本部」をつくり会議資料に

ついて協議してきている。本部の会議を充実させて、横のつな

がりを持つように今後ともやっていきたい。 

 

【委 員】   外部検証委員にあたって、女性委員が少ない。 

 

【事務局】   男女共同参画も重要な施策のひとつ。産官学勤労言と市民代

表として取り組んできた。今回は公募委員が入っておらずこの

ような構成となっている。 

 

（２）協議事項 

①みやま市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況について 

 

【会 長】   今回のこの会議はチェックを行うということであります。そ

こから改善につなげるものであると思うが、アクションにどの

程度踏み出していいものでしょうか。施策そのものを見直す、

新しい施策をつくる議論をしてよいのか。あと２年間でやるこ

とについて意見を出すということでいいのか。 

 

【事務局】   今回の趣旨は「評価・検証」が中心です。検証にあたってい

ろいろなご意見をいただきたい。検証における意見を内部のア

クションにつなげたい。事業計画の残り２年について、こうい

ったことをやったらいいのではという意見をいただければ、そ

れは持ち帰って創生本部で各課などに提案するなどして反映さ

せていきたい。目標達成が第一なので、それに向けた意見をだ

していただきたいと考えています。事務局から施策の追加を提

案することを除いて、この会議で施策そのものを出していただ

くことは予定していない。 

 

【事務局】   資料４については、今日の会議では議論の対象としない。次

回説明する。 

 

≪資料１≫について説明 

 

【会 長】   質問意見を受け付けます 

 

【委 員】   国が現在新たに政策を足している分について、総合戦略の表

現は変えるのか。 

 

【事務局】   教育の無償化の話など、国の施策が先に行くようなことがあ
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ったら、本市の総合戦略も改定することになると考える。 

【委 員】   Ｐ２の「しごとをつくり、安心して働けるようにする」の中

で、企業誘致数については目標どおり進んでいるということだ

が、既存企業の倒産・転出という課題を検証の中に含めた表現

がないが、どう考えるか。 

 

【事務局】   廃業や倒産の把握ができていない部分もある。今後指摘の件

も踏まえて課題としてあげたい。市内製造業の出荷額も減少し

ている。内容を把握し課題としたい。 

 

【委 員】   基本目標３「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえ

る」で、みやま市の人口分布では高校卒業後の若い世代の人数

が少ないことが伺える。その子どもたちをいかに市にとどめる

のかが課題。政策目標別のＫＰＩには「全国学力学習状況調査」

の指標が出されているが、この結果は地元に定住するか否かに

つながるものではないと考える。「全国学力学習状況調査」の結

果だけに左右されない学校教育の在り方が求められると考えま

す。 

 

【事務局】   Ｐ４の検証で、言葉足らずの箇所がありますのでご指摘のと

おりだと思います。この基本目標の箇所では、「全国学力学習状

況調査」の数値目標を掲げています。いろいろな取り組みを通

して学力が上がれば地域のイメージが上がると考えており、そ

うすると学力の高いまちに住みたいという傾向が実際にあるこ

とを含めて数値目標に入れている。これだけではないというの

はご指摘のとおりで認識している。 

 

②重要業績評価指標（ＫＰＩ）について 

 

【委 員】   Ｐ２の「市内事業所従業員数」と「市内総生産額」の相関関

係。従業者数は減りながらも総生産額が上がっていることにつ

いてどう捉えているか。地域ブランド調査については、エネル

ギー施策で知名度が上がったように考えがちだが一般市民は知

らない方も多い。下位にあるのでもっと推進する必要がある。

学力状況調査については、結果に一喜一憂するのではないと思

う、むしろ挑戦力に対する意識が低下している原因をどう分析

しているのか。 

 

【事務局】   従業員数と生産額との相関関係は効率化が図られたものと思

うが、内容を調査する。本市の知名度について、エネルギー施

策と市民感覚のズレについては、シティプロモーション事業を

推進することで魅力度知名度を上げてランキングを上げていき

たい。「学力状況調査」と学校現場の疲弊、挑戦力意識の低下に

ついては、教育委員会と相談して次回回答できればと思う。 
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【委 員】   「学力状況調査」について。点数に一喜一憂することはない

が、学校現場にいても高いほうが嬉しい。高くするために全県

あげて取り組んでいると思う。平均点数を中心に学校が動いて

いると感じる。学校において、毎日学力調査に向けた練習が行

われ、できない子どもの意欲が減退するケースも伺える。現場

の先生方も疲弊している。 

 

【委 員】   人口推移で二川校区が伸びているが、空き家対策などのＰＲ

はどのように行われているのか。空き家リフォームや解体補助

はあるのか。 

 

【事務局】   適正管理されている空き家については空き家バンク制度をつ

くっている。市内に空き家を所有する方に対して空き家バンク

への登録のお知らせを行っている。リフォーム補助についても

実施している。今年度から成約報奨金制度と解体補助制度を新

設する。 

 

【委 員】   人口減少に歯止めをかけるのがメインと思う。上水道普及率

や道路改良率は人口減少対策として重要になると思う。この目

標値設定の根拠は何か。市街化区域における積極的な上水道や

道路改良の目標値となっているのか。 

 

【事務局】   目標数値は策定段階で説明したが、正確な資料が手元にない。

水洗化人口と人口の差、上水道については山川地区の普及率を

高めると目標値を達成できるということで目標を掲げた。目標

値の設定について、地域の改良率まで加味したものではなく、

全体的に改良を高めれば市でも改良率が高まると考える。上水

道も同じ。社会資本の整備が定住につながることは間違いない

ので、積極的にやっていかなければならないと思うが、財源や

規制もある。 

 

【委 員】   財源の問題については検証せずにあるべき姿について総合戦

略を策定したと思うがどう考えるか。持続可能な財政運営は大

前提とは思うが、この検証の中で、財源についてはやらないと

いうことでしたので発言したところです。 

 

【事務局】   計画策定において財政計画もやったのかということについて

はやっていない。戦略の推進の体制等の中で、「将来性」の中で

持続可能な財政運営を前提としている。 

 

③ 地方創生交付金事業の実施状況について 

④ 事業計画書について 
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７．次回の開催について                              

 

○創生会議 平成 29年度 第２回会議 

 

○開催日  平成２９年６月２日（金）１３時３０分から 

 

○会 場  みやま市役所本庁 ４階 中会議室 

 

 

（正午 閉会） 

 


